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地 域 へ の 取 組 み

CSRの取組み ～地域社会・地域経済への貢献～

中小企業育成への取組み

千葉元気印企業大賞

平成７年度より当行はフジサンケイビジネスアイ（日本
工業新聞社）との共催で、千葉県の活気あふれる中小企業・
ベンチャー企業の表彰を通じ、地域企業の一層の発展を
目指しております。

障がい者雇用への取組み

「笑顔いっぱい！フレンドリーオフィス」の認定

平成21年3月、千葉県より
「笑顔いっぱい！フレンドリーオフィス」（※1）の認定を受けました。
《当行の主な障がい者雇用の取組み状況》
● 障がいの状況に応じた業務に従事できる部署に配属することで、最大限能力を
   発揮してもらう配慮をしています。
● 通院等が必要な場合は、勤務時間の配慮を行っています。
● 障がいのあるなしに関わらず分け隔てない処遇により、モチベーション高く仕事に
   取組んでもらっています。
● 銀行内に「障害者雇用委員会」を設置して障がい者の雇用に努めています。等
当行はこれからも積極的に、障がいのある人の雇用と障がいのある人もない人も共に
働きやすい職場づくりに努めてまいります。  
障がいのある人を積極的に雇用し、障がいのある人もない人も共に働きやすい職場づくりに努めている事業所を「笑顔
いっぱい！フレンドリーオフィス」として千葉県が認定し、公表しています。認定された事業所における取組み内容等の公表を
通じて、障がい者雇用の経験のない事業所へ広く普及することにより、障がいのある人の雇用に対する理解と促進を図る
ことを目的にしています。

（※1）

次世代育成への取組み　～仕事と子育ての両立～

「子育てお母さん応援講座」の開催

千葉県が推進する「女性の再就職支援」事業のなかの
一部講座を当行が担当し、「子育てお母さん応援講座」
として再就職を目指す県内の女性を対象に、「職場見学」
や「従業員との懇談」等を開催しました。職業理解の機会
を提供することで、仕事と子育ての両立を希望する県内の
女性の再就職を応援しております。

平成21年3月17日　参加者15名

次世代経営者育成への取組み

ちば興銀「経営塾」

ちば興銀「経営塾」は、地元企業育成支援・次世代経
営者育成支援の取組みの一つとして平成16年9月に設
立いたしました。幅広い視点で経営を捉えていただくための
視察会やセミナーを定期的に開催しております。これまで
に100名を超える塾生が学び、昨年10月からは第三期生
のプログラムがスタートしました。

最近の活動状況

ちば興銀「経営塾」第三期生・開講式

戦略的中期経営計画立案セミナー

新春講演会
「～跡取りムスメの体当たり経営計画～
社長が変われば会社が変わる！」
（講師：ホッピービバレッジ株式会社
取締役副社長 石渡 美奈氏）

地域活性化勉強会
（千葉マリンスタジアム）

20/10

20/10～21/3

21/1

21/5

中小企業へ向けた取組み

「『企業変革』セミナー」「次世代経営研究講座」

地元中小企業のさらなる発展を支援するため「経営品質向上プログラム」を活用して経営革新に取組む
手法を紹介する「企業変革」セミナーを、関東経済産業局委託の地域力連携拠点事業として千葉商工会
議所と共同で開催しました。（平成21年1月・柏、5月・千葉、6月・松戸。）
また、実際にプログラムに基づく活動を開始するためのサポート講座（次世代経営研究講座・全12回）を
平成21年2月から開催中です。
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地 域 へ の 取 組 み

文化・スポーツ活動 社会奉仕活動

｢美しい房総｣写真展の開催

美しい郷土・風景をお楽しみいただこうと、JR千葉駅にて、
季節にあわせ毎月3点の写真を展示しております。（当行の
営業店においても随時展示しております。）

コスモスコンサートの開催　

地元の皆さまにクラシック音楽に親しんでいただけるよう、
JR千葉駅前広場にて年2回（6月「祝・県民の日」、10月
「祝・千葉市民の日」）ミニコンサートを15年連続で開催して
おります。

ちば興銀コスモスセミナーの開催　

｢千葉県に関する知識・情報をお客さまと共有する」をコン
セプトに、無料公開講座を年２回開催しており、毎回ご好評
をいただいております。
第１０回は、平成２１年３月に「近世利根川水運の発達と
常総地方の文化」をテーマに開催し、約100名のお客さま
が受講されました。

各種スポーツ大会への協賛

当行主催による｢千葉興業銀行杯親善ゲートボール
大会｣を19年連続で開催しております。県内のゲートボール
愛好家60チーム・約400名の方にご参加いただきました。
その他県スポーツ振興財団や千葉県障害者スポーツ
大会への協賛を行っております。

小さな親切運動の推進

当行は、３５都道府県が参加する全国的組織「小さな親切」運動の千葉
県本部および事務局として、県内の運動推進に努めております。「小さな
親切」を実行した人に贈る「実行章」は、平成20年度において県内で3,887名
が受章いたしました。（累計30万1千人以上で全国第2位）なお、20年度全国
小さな親切作文コンクールで船橋市の中学3年生（当時）服部亜衣美
さんが、内閣総理大臣賞を受賞されました。また、当行行員は全員会員と
なっており、清掃等のボランティアや寄付・募金活動を実施しております。

地域交流活動へ積極的参加

県下一斉ゴミゼロ運動に行員・スタッフおよびその家族
１，０９７名がボランティア参加しております。
また、国道１４号・３５７号沿線の１６企業・団体で組織される
｢国道をきれいにする会｣に参加し、毎月沿道を清掃しており
ます。

交通安全意識を啓蒙

当行と千葉日報社が共同で設立した「コスモス交通安全
協力会」より、県内新中学一年生へスポークライト（自転車
事故防止反射板）を8,300個（14年間で延べ200，750個）
を贈呈しております。
また、県の交通安全推進委員会の安全運動期間における
ポスターの全店掲示および、交通安全リボン（きいろリボン）
を全行員・スタッフが着用しております。

寄付活動

行員やお客さまから集めた衣料品を千葉県民間病院協会事務局の柏戸病院へ寄贈しております。
また、全店から集めた古切手・使用済テレホンカード等を、千葉市社会福祉協議会ボラン
ティアセンターへ寄贈し、車椅子購入やボランティア活動資金に利用されております。
その他、当行役職員による募金活動｢ともしびの会｣より、平成20年7月に岩手・宮城内陸
地震の被災者へのお見舞い、10月に「岩田天晴君を救う会」へ心臓移植の救済、年末に
県内の養護施設等へ浄財、平成21年2月には「さくらちゃんを救う会」へ心臓移植手術の
救済として、寄付をしております。
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